
 

要支援家庭の早期発見 

 
岡見初音 

 

◎民生委員・児童委員 

  

 民生委員・児童委員は、民生委員法により、厚生労働大臣から委嘱され、区民の皆さんの暮

らしを支援する活動をしています。また、児童福祉法による児童委員も兼ね、児童福祉に関す

る相談にも応じており、更に、子どもに関する支援を専門に行う主任児童委員が設置されてい

ます。守秘義務があります。 

 中野区には３０９人（定数）の民生委員・児童委員がおり、それぞれ担当地区を持って 

います。「中野区民生児童委員協議会」を組織し、１４地区に分かれ、各地区２名の主任児童

委員と共に活動しています。 
 

 

◎中野区民生児童委員協議会 
 

・主任児童委員部会・子育て支援部会・児童福祉部会 
 

・四者協委員会（児童委員、児童相談所、学校および子ども家庭支援センター等関係機関に

よる地区連絡協議会） 
 

・相談会 

   ５月 区役所ロビーパネル展示   ５日間 

   10月 四季の森公園にぎわいフェスタ ２日間 
 

・各地区の活動 

  児童館、保、幼、小、中学校の訪問 

 児童館、子育てひろば、まちなかサロン、地区委員会等の事業に参加 

 新１年生下校時の見守り、授業の見守り 

  
 

○会議への出席 
 

・要保護児童対策協議会 〔代表者会〕 

地区別要保護児童サポート会議〔すこやか４地区〕 

   個別ケース検討会議 

  

・放課後子ども教室推進事業運営会議 
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・子ども子育て会議 
 

・各地区では 

  児童館、キッズプラザの運営会議 地区懇談会 

   小、中、高の学校評議員 保育園の第三者委員 
 

 

 

◎要支援家庭の早期発見 
 

中野区子ども家庭支援センター相談実績によると、児童委員の虐待通告は２８年度４件 

２９年度２件です。虐待通告が、要支援家庭の早期発見につながるとは一概には言えませんが、

児童委員の早期発見に関わる機会が少ないのではないかと思います。 

２件の事例は児童委員に連絡があってから、自宅確認と遠くからの見守りです。児童委員は、

直接の自宅訪問や、声がけはできません。許可が必要です。情報収集は慎重に行わなければい

けませんが、急を要することもあります。乳幼児期からの関りがあればもっと違った対応が取

れたかもしれません 

 他区市町村では、児童委員が赤ちゃん訪問や、乳幼児健診への協力等を通して、課題を抱え

る親子の早期把握につなげるなど、効果をあげているところもありますが、中野区では実施さ

れておりません。 

児童館・子育てひろば等の支援をすることで、要支援家庭に気づくこともありますが 

居場所に出て来ない、来られない親子のことはいつも気になっています。 

中野区で行っている「こんにちは赤ちゃん訪問」等に、担当地区の児童委員が同席するのは

むずかしいでしょうか。顔見知りになっておけば、何もなくても日常声がけする機会ができま

す。少しは早期発見のお役に立つのではないかと考えております。 
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